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８月２８日 お米の収穫の様子（山本 譲さんの圃場にて撮影）８月２８日 お米の収穫の様子（山本 譲さんの圃場にて撮影） 豊かに実ったお米たち。美味しい新米の季節です。豊かに実ったお米たち。美味しい新米の季節です。
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ご相談内容によっては、各機関等に相談・連携をしながら、
お悩み解決に向けて最後までサポートします。

今月の特集今月の特集
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困りごと①

子育ての相談やお話をしたい

困りごと②

生活の負担を軽くしたい みなさまの状態に合わせて使える制度の
一部をご紹介いたします。

今月の特集今月の特集
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まちの行事まちの行事

先
の
戦
争
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、 

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る 

「
令
和
７
年
度
蘭
越
町
戦
没
者
追
悼

式
」
が
８
月
７
日
、
蘭
越
町
役
場
横
の
忠
魂
碑
前
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
金
町
長
、
福
村
遺
族
会
会
長
、
町
議
会
議

員
の
ほ
か
、
関
係
者
が
参
列
。

黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち
、 

金
町
長
が
「
今
、
私
た
ち
が
当
然
の

よ
う
に
享
受
し
て
い
る
平
穏
な
日
常
は
、
戦
禍
に
命
を
落
と
さ

れ
た
方
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、戦
没
さ
れ
た
皆
様
が
、そ
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
も
っ

て
示
さ
れ
た
戦
争
の
理
不
尽
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
、
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
遠
い
歴
史
に
な
っ
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）
人
は
、
過
去
の
出
来
事
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
理
解
し
、先
人
の
平
和
へ
の
思
い
を
受
け
止
め
、

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
式
辞
を
述

べ
ら
れ
、先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
御
霊
に
対
し
、

哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
忠
魂
碑
前
に
て
、
式
典
終
了
後
か
ら
正
午
ま
で
、

自
由
参
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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まちの行事まちの行事

民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
か
ら
成
人
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
蘭
越
町
で
は
昭
和
46
年
か
ら

毎
年
８
月
15
日
に
行
っ
て
き
た
成
人
式
の
名
称
を
「
は
た
ち
の

つ
ど
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル
を
会
場
に

32
名
が
出
席
し
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、

谷 

果
苗
さ
ん
が
「
は
た
ち
の
決
意
」
を
述
べ
、
気
田 

智
春
さ

ん
が
「
記
念
品
」
を
受
け
取
り
、
北
口 

愛
大
さ
ん
が
「
謝
辞
」

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
よ
る
、

道
内
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
・
ま
ち
お
こ
し
を
応
援
す
る
「
北

海
道
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
対
象
に
後
志
管
内
の
市
町

村
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
同
チ
ー
ム
の
万
波 

中
正

さ
ん
、
淺
間 

大
基
さ
ん
か
ら
の
祝
電
動
画
が
贈
ら
れ
、
式
典

当
日
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
や
恩
師
と

の
再
会
な
ど
、
思
い
出
に
残
る
日
に
な
り
ま
し
た
。
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命を守る

港地区地震津波避難訓練

「職人の技術と想いが咲く 三和花火打上」

８月２７日８月２７日８月１８日８月１８日

地震による津波被害が予想
される港地区において、避難訓
練が実施されました。訓練後は
津波避難タワーにおいて、UHB
気象予報士の菅井貴子さんによ
る講話が行われ、参加者が災害
に対する認識をさらに強めてい
ました。

午前はアクアリウム、光るグ
ラスランプづくり、午後は講師
に尼子 直輝氏、下村 翔太氏、
嶋影 徹氏を迎え、「自然と共生
する社会の実現」をテーマに講
演が行われました。蘭越町の環
境について、大人も子どもも深
く意識する１日となりました。

まちの話題まちの話題

自然と共生する社会へ

蘭越ゼロカーボン・フォーラム

８月 6 日、8 日、１２日８月 6 日、8 日、１２日

全３日間の日程で開催され
た、今年で第３１回目となる本
大会では、４チームによるトー
ナメント戦が行われました。　　
出場した蘭越野球少年団の選手
たちは、スタンドからの声援を
浴びながらプレーに全力を尽く
し、準優勝に輝きました。

 第31 回

蘭越町選抜小学校
野球大会

8
月
９
日
、
今
年
も
開
催
さ
れ
た
蘭
越
町
の
夏

の
大
イ
ベ
ン
ト
、「
三
和
打
上
花
火
」
で
は
、
今
年

か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
登
場
。

会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
方
で
賑
わ

い
、
大
人
も
子
ど
も
も
盆
踊
り
や
食
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
し
て
最
大
の
目
玉
で
あ
る
花
火
が
、

和
島
総
業 

煙
火
部
さ
ん
の
技
術
と
想
い
を
乗
せ
、

田
園
広
が
る
蘭
越
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

　町では、精神に障害のある方とその家族の生活安定と社会的・精神的不安の軽減を目的に、医療
費の助成事業を実施しています。
　今一度、申請漏れがないか確認をお願いします。
　申請を希望される場合は、住民福祉課医療保険係へお気軽にお問い合わせください。

●対 象 と な る 方　　蘭越町に住所を有し、精神に障害（中毒性を含む）のある非課税世帯に属す
　　　　　　　　　　る方で、７５歳未満の方
　　　　　　　　　　※生活保護受給者、施設入所者、措置入院者、各種医療費助成の対象者は除きます。
●助 成 の 範 囲　　入院にかかる医療費のうち、自己負担額の２分の１
　　　　　　　　　　※助成は保護義務者（対象者の配偶者・扶養義務者・後見人）に行います。
●申請に必要なもの　　■入院医療機関の医師の診断書
　　　　　　　　　　■領収書
　　　　　　　　　　■保護義務者の振込先口座番号がわかるもの（通帳等）
　　　　　　　　　　■保護義務者の印鑑（認印可）
●請 求 期 限　　療養を受けた日の翌日から起算して２年以内
●そ の 他　　指定難病患者等福祉手当が該当しますので、お問い合わせください。
●お 問 い 合 わ せ　　住民福祉課医療保険係（☎５５－６４３１）

■精神障害者に対して医療費の助成を行っています

　■ 窓口負担割合が２割となる方への配慮措置が終了となります

　窓口負担割合が２割となる方に対して、令和４年１０月１日から実施しておりました配慮措置が、
令和７年９月診療分をもって終了となりますのでお知らせいたします。

【 終了となる配慮措置の概要 】
　令和４年１０月１日の施行後３年間（令和７年９月診療分まで）は、２割負担となる方について
窓口負担割合の引き上げに伴い、１か月の外来医療の負担増加額を３，０００円までに抑えます（入
院の医療費は対象外です）。
●お問い合わせ　　北海道後期高齢者医療広域連合　　　　蘭越町役場　住民福祉課医療保険係
　　　　　　　　　（☎０１１ー２９０ー５６０１）　　　　　（☎５５ー６４３１）

■後期高齢者医療制度（高額療養費）のお知らせ
　　　～ 窓口負担割合が２割となる方への配慮措置の終了 ～

　日本赤十字社蘭越町分区及び蘭越町共同募金委員会において、次の義援金を受け付けています。
　〇令和７年８月６日からの大雨災害義援金
　〇令和７年台風８号に伴う災害義援金
　〇令和７年トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金
　〇令和６年９月能登半島大雨災害義援金
　〇令和６年能登半島地震災害義援金
●受 付 場 所　　蘭越町役場　住民福祉課社会福祉係（庁舎１階５番窓口）
　　　　　　　　　または、蘭越町共同募金委員会（事務局：蘭越町社会福祉協議会）
●受 付 方 法　　義援金を上記窓口までご持参ください。
●受 付 期 間　　いずれも令和７年１２月２６日（金）まで
この義援金は、被災地県に設置される災害義援金配分委員会を通じ被災者へ配分されます。
●お問い合わせ　　住民福祉課社会福祉係（☎５５－６４３６）

■国内災害義援金受付のお知らせ

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

　令和７年 10 月より重症化予防を目的に新型コロナワクチン・インフルエンザワクチンの予防接
種がはじまります。

≪高齢者の方の新型コロナ・インフルエンザ≫
●町内接種医療機関　　蘭越診療所、昆布温泉病院
●予 約 開 始 日　　令和７年９月 22 日（月）
●助 成 接 種 期 間　　令和７年 10 月 15 日〜令和８年３月 31 日
●接 種 回 数　　定期接種として１回
●医療機関へ持参するもの　　介護保険料徴収通知書（課税状況の確認資料として使用します。）
●そ の 他　　今回から接種を希望する医療機関へ直接申し込みになります。

　　　　　　　　　　　詳しくは、対象者へ９月１６日に説明文書を発送いたしますのでそちらを
　　　　　　　　　　　ご覧ください。
　●町 外 接 種　　町外医療機関での接種を希望される方は接種を希望する医療機関へ接種依
　　　　　　　　　　　頼書の提出が必要です。健康づくり対策係までご連絡下さい。

≪こどもの方の新型コロナ・インフルエンザ≫
●町内接種医療機関　　蘭越診療所、昆布温泉病院（インフルエンザのみ）
●予 約 開 始 日　　令和７年 10 月 15 日（水）
●助 成 接 種 期 間　　令和７年 10 月 15 日〜令和８年３月 31 日
●そ の 他　　接種を希望する医療機関へ直接申し込みになります。
　　　　　　　　　　詳しくは、10 月 1 日発送の行政協力員文書をご覧ください。

≪一般の方の新型コロナ・インフルエンザ≫
　19 歳以上（高校生相当年齢を除く）65 歳未満（60 歳以上 65 歳未満の基礎疾患のある方は除く）
は全額自己負担での接種となります。接種を希望する医療機関へ直接お申し込みください。

　●お 問 い 合 わ せ　　健康推進課健康づくり対策係（☎５５－８５２５）

■新型コロナワクチン・インフルエンザワクチンの予防接種がはじまります

対象者 インフルエンザ 新型コロナ

高齢者
【定期接種】

① 65 歳以上の町民
② 60 歳以上 65 歳未満で、心
　臓・じん臓・呼吸器の機能、
　ヒト免疫不全ウイルスによ
　る免疫の機能に障がい（身
　体障がい者手帳 1 級）を有
　する町民

全額助成

課税世帯　　7,000 円
非課税世帯　2,000 円
を自己負担

（生活保護世帯の方は全額
助成）

成人
【任意接種】

19 歳以上（高校生相当年齢は
除く）65 歳未満の町民

全額自己負担
（3,300 円程度）

全額自己負担
（13,600 円程度）

こども
【任意接種】

【任意接種】
6 カ月から高校生相当年齢まで
の町民 全額助成

課税世帯　　7,000 円
非課税世帯　2,000 円
を自己負担

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

　総合体育館トレーニング室を会場に、認知機能維持や生活習慣病予防に効果的なトレーニング方
法を学ぶ「はつらつジムトレ教室」を実施します。
●日　　程　　① 10 月 17 日（金）    9：00 ～ 10：30　② 10 月 19 日（日）10：30 ～ 12：00
　　　　　　　③ 10 月 19 日（日）13：00 ～ 14：30　④ 10 月 20 日（月）13：00 ～ 14：30
             　　　 ※上記の日程のうち１つに参加
●会　　場　　総合体育館トレーニング室
●対　　象　　町内在住 45 歳～ 79 歳の町民 ※年齢は令和 7 年 9 月 1 日現在
●内　　容　　講話 20 分：認知機能維持や生活習慣病予防のためにトレーニング
　　　　　　　機器を使用するメリット
　　　　　　　実技 70 分：トレーニング機器の使い方
●持 ち 物  　  屋内シューズ、水分補給用飲物
●お 申 込　　 9 月 30 日（火）までに QR コードから申込むか、健康推進課地域包括支援センター
　　　　　　　係（☎５５－８５３９）までご連絡ください。
　　　　　　　※各日程の参加定員は 6 名以下となっていますので、お申込みの際は可能な範囲
　　　　　　　で希望日時をお伝えください。参加定員を超えた場合は、日程の移動をお願いする
　　　　　　　こともあります。

■はつらつジムトレ教室　参加者募集

　保健福祉センターを会場に、運動教室リボディ 55 を実施します。楽しい運動で気持ちのよい汗
を流しましょう！
●日　　程　　10 月 15 日、10 月 29 日、11 月 19 日、12 月 3 日
　　　　　　　各水曜日　19：00 ～ 20：00
●会　　場　　保健福祉センター　　
●対　　象　　満 20 歳以上 69 歳以下の町民　※年齢は令和 7 年 9 月 1 日現在
●主な内容　　ストレッチ、筋力トレーニング、エアロビクスダンスエクササイズ
●持 ち 物    　屋内シューズ、水分補給用飲物。
●お 申 込 　　10 月 1 日 ( 水 ) までに右の QR コードから申込むか、健康推進課健康づくり対策
　　　　　　　係（☎５５－８５２５）までご連絡ください。

■運動教室リボディ５５　参加者募集

　毎年道央圏域（石狩・空知・後志・胆振・日高）各地で開催している道央圏域木育フェスタを、
今年度は後志管内で開催します。北海道が認定した木育マイスターによる様々な木工クラフト体験
プログラムを用意しています。地域の森林や木材関連機関の出展もあります。多数のご来場をお待
ちしております。
●日 　 　 時　　10 月 19 日（日）10：30 ～ 12：00、13：00 ～ 15：30
●場 所　　ウイングベイ小樽　５番街１階ネイチャーチャンバー JR 小樽築港駅直結　　
●対 象 者　　一般住民のみなさま（当日受付）
●お問い合せ　　後志総合振興局産業振興部林務課主査 ( 木育推進 )　☎ 0136-22-1153

■道央圏域木育フェスタ in 小樽

　蘭越町社会福祉協議会は、倶知安町及び近隣町村の葬儀場において執り行われる町民の通夜葬儀
に参列できない方に代わり、御香典をお預かりし葬儀場に届ける事業を行います。
●対 象 者　　町内に在住する７０歳以上の方を対象とします。
　　　　　　　・御香典を指定する時間まで事務所まで持参していただける方。
　　　　　　　・御香典領収書を１ヶ月以内に事務所まで引取りに来ていただける方。
●利用方法　　この事業を利用したい時は、事前に電話連絡のうえ事務所 ( 蘭越町ふれあいプラザ
　　　　　　　２１内蘭越町社会福祉協議会 ) に御香典を持参願います。

■御香典お預かりお届けサービス事業を始めました

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課

健
康
推
進
課

農
林
水
産
課

農
林
水
産
課

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

　日本の人口や世帯の実態を明らかにするた
め、５年に一度実施されます国勢調査が１０
月１日（水）を基準日として実施されます。
　調査の結果は、国や地方公共団体が正確な
統計に基づいて、公正で効率的な行政運営を
行うために利用されるとともに、さまざまな
統計を作成する上で欠くことのできない基礎
データとしても利用されています。
　また、企業や各種団体における需要予測や
経営管理などを行うための活用や、学術・研
究機関における研究のための活用など、さま
ざまな分野で幅広く活用され、私たちの暮ら
しに役立てられます。
　調査の対象は、令和７年 10 月１日現在、
日本に住むすべての人と世帯（外国人の方も
含む）が対象となり、世帯員に関する事項と
世帯に関する事項の調査となります。
　今回の調査では、前回の調査と同様にイン
ターネットでの回答も可能となっております
ので、町民みなさまの国勢調査へのご回答を
お願いいたします。

■令和７年国勢調査が始まります！

●お問い合わせ　総務課企画防災対策室まちづくり推進係　（☎５５－６８３６）

　　１０月１６日（木）　　９：００～１２：００　役場庁舎前
　　　　　　　　　　１３：３０～１６：００　町民センター

　血液は医療技術が進歩した現在でも、人工的につくることができません。安定的に血液を届ける
ためには、北海道内で毎日約 700 人の献血を必要としています。
　「献血は命をつなぐボランティア」です。皆様のご協力をお願いします。

≪採血基準≫

●お問い合わせ　住民福祉課環境衛生係　（☎５５－６４３８）　　　

■献血実施のお知らせ

採血の種類 400 ｍｌ全血採血

年齢 男性 17 歳～ 69 歳・女性 18 歳・69 歳

体重 男性、女性共に 50kg 以上

採血間隔 男性 12 週間以上・女性 16 週間以上

年間採血回数 男性３回以内・女性２回以内

共通事項

次の方からは採血できません。（詳細は日本赤十字社 HP をご覧ください。）
・妊娠していると認められる方。過去６ヵ月以内に妊娠していたと認められる方
・採血により悪化する恐れがある循環系疾患、血液疾患にかかっていると認められる方
・有熱者その他健康状態が不良であると認められる方
・海外から帰国後、４週間未満の方

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

総

務

課

総

務

課
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まちからのお知らせまちからのお知らせ

ゴ ミ 通 信ゴ ミ 通 信 ～ゴミの話題を毎月紹介～

≪プラスチック製容器包装ごみについて≫≪プラスチック製容器包装ごみについて≫
＝プラスチック製容器包装とは＝
　商品を包んでいたプラスチックのもの　⇒プラマークを目印にしてください。
＝プラスチック製容器包装と間違えやすいものの一例＝
　緩衝材（プチプチ）、ストロー、家庭で使用する袋やラップ、手袋
＝排出された３０％が対象外＝
　１週間でトラック１台分の残渣（対象外、汚れている）が発生しています。再度、燃やせないごみ
　として処理するため二重のコスト（選別・処理）がかかっています。

　リサイクル対象外のプラごみ、汚れているものは「燃やせないごみ」として排出して
ください。

＝　住民福祉課環境衛生係　（☎５５－６４３８）　＝

正しい分別・リサイクルのため、分別で間違えやすい品目等
の紹介をします。皆さんでゴミの減量を目指しましょう！

　毎年、この時期になると本道の沿岸域には多くの秋サケが来遊し、産卵のために河川に遡上する
姿が季節の風物詩として、よく見られるところです。
　しかし、秋サケの来遊とともに、秋サケの採捕が禁止されている河口付近等の海面や、内水面で
の密漁は毎年後を絶たず、取締機関による検挙者も多数いるところです。
　このため、道では９月１日～ 10 月 31 日までを「秋さけ密漁防止月間」と定め、密漁の未然防
止のための啓発活動を行うとともに、取締機関や民間団体等と連携しながら、巡回パトロールや指
導取締り等の活動を行うこととしています。
　皆さんも、秋サケ資源の保護と密漁の撲滅に向けた取組みにご理解頂くとともに密漁者を見つけ
た場合には、最寄りの警察署や（総合）振興局水産課、漁協に連絡をして頂くなどご協力をお願い
します。
　また、サケの引っ掛け釣りの情報が多く寄せられていますが、引っ掛け釣りは禁止されています
ので、絶対に行わないでください。

≪注意！！≫
　○これに違反して採捕したサケ・マス（卵を含む。）又はその製品は、所持し、又は販売しては
　　なりません。
　○河口付近等の海面や内水面において、サケ・マスを採捕することは禁止されております。
　○違反した者はその内容に応じ、最高で懲役３年以下 ･ 罰金３００万円以下の罰則が適用されま
　　す。※ 令和２年１２月１日付けの改正漁業法の施行により、懲役３年以下 ･ 罰金３００万円
　　以下の罰則に引き上げられました。
　○また、海面・内水面にかかわらず、引っ掛け釣りは禁止されています。（針の種類によらず、
　　釣り方により違法となる場合があります）

■９月１日から１０月３１日までは「秋さけ密漁防止月間」です。そ

の

他

そ

の

他
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お知らせ広場お知らせ広場

健
康
・
福
祉

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　
「
心
」
と
「
心
」
の
触
れ
合
い
を
目
的
に　

　

し
た
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
た
め
の

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
。
子
育
て
の
情
報
交
換
、

　

ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
の
ひ
と
と
き
に
、　

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
９
月
18
日
（
木
）　

10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

３
か
月
か
ら
３
歳
の
お
子
さ
ん

　

と
保
護
者
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
16
日
（
火
）
ま
で

▼
問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係　

　

☎
５
５-

８
５
２
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

定
期
健
康
相
談

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養
士
・
健
康

　

運
動
指
導
士
等
が
健
康
や
介
護
・
介
護
予

　

防
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
お
応
え
し

　

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
29
日
（
月
）
９
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係　

　

☎
５
５-

８
５
２
５

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
。
詳
細
は
町
H
P

　

ま
た
は
マ
チ
ナ
ビ
に
掲
載

相
談

札
幌
弁
護
士
会
無
料
法
律
相
談
会

▼
場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル　

▼
日
時　

10
月
14
日
（
火
）

出
張
年
金
相
談
所
開
設
日
程

●
倶
知
安
会
場

▼
場
所　

 

後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
日
時　

９
月
17
日
（
水
）
10
月
22
日
（
水
）　

　

両
日
と
も
13
時
～
17
時　

●
岩
内
会
場

▼
場
所　

岩
内
地
方
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
日
時　

９
月
18
日
（
木
）
10
月
23
日
（
木
）

　

両
日　

９
時
～
13
時

▼
予
約
電
話
番
号

　

０
１
３
４-

５
５-

５
０
２
６

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の

　

２
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
基

　

礎
年
金
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

札
幌
弁
護
士
会
し
り
べ
し
弁
護
士

相
談
セ
ン
タ
ー

▼
場
所　

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

岩
内
町
高
台
84-

３　

▼
日
時　

９
月
17
日
（
水
）
９
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

10
月
１
日
（
水
）
10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

10
月
15
日
（
水
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
１
３
５-

６
２-

８
３
７
３

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
の
受

　

付
は
平
日
10
時
か
ら
16
時
ま
で
。

ぴ
よ
ぴ
よ
お
は
な
し
会

　

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
手
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
３
日
（
金
）
10
時
～

▼
場
所　

花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

▼
対
象
者　

０
か
ら
２
歳
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

　

☎
５
７-

６
０
８
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

町
民
歩
こ
う
会

▼
日
時　

９
月
27
日
（
土
）

　

７
時
30
分　

総
合
体
育
館
出
発

▼
コ
ー
ス　

洞
爺
湖
町
「
西
山
山
麓
（
西
山
火

　

口
）
コ
ー
ス
」

▼
対
象
者　

小
学
１
年
生
以
上
の
町
民

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
19
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
５
７-
６
７
６
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
21
日
（
日
）
10
時
30
分
～

▼
場
所　

花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

▼
対
象
者　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ　

教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

　

☎
５
７-

６
０
８
５

▼
そ
の
他　

詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

講
座
・
教
室

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
紙
芝
居

　

両
日　

13
時
～
14
時
30
分　

▼
相
談
料　

無
料

▼
そ
の
他　

事
前
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は　

　

１
人
30
分
で
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課
総
務
係

　
☎
５
５-

６
８
３
２

第
59
回
蘭
越
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▼
日
時　

10
月
11
日
（
土
）

　

受
付　

8
時
～
８
時
30
分

　

競
技
開
始
予
定　

９
時

第
８
回
蘭
越
町
ミ
ニ
駅
伝
大
会

▼
日
時　

10
月
11
日
（
土
）

　

競
技
開
始
予
定　

11
時
15
分
～

▼
コ
ー
ス　

総
合
体
育
館
～
総
合
運
動
公
園

　

の
１
人
１
ｋ
ｍ
コ
ー
ス

▼
参
加
資
格　

蘭
越
町
に
通
学
し
て
い
る
児

　

童
・
生
徒
及
び
蘭
越
町
に
勤
務
し
て
い
る
方

▼
チ
ー
ム　

３
人
１
組　

※
性
別
・
年
齢
は

　

一
切
問
い
ま
せ
ん

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

大
会
事
務
局　

教
育
委
員
会
ス

　

ポ
ー
ツ
課　

☎
５
７-

６
７
６
５

▼
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中

　

止
。
詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ
ナ
ビ

　

に
掲
載

▼
コ
ー
ス　

総
合
体
育
館
～
総
合
運
動
公
園

　

～
蘭
越
上
・
曙
方
面

▼
参
加
資
格　

蘭
越
町
に
通
学
し
て
い
る
児

　

童
・
生
徒
及
び
蘭
越
町
に
在
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
開
催
要
項
の
組
別
に
該
当
す
る
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

大
会
事
務
局　

教
育
委
員
会
ス

　

ポ
ー
ツ
課　

☎
５
７-

６
７
６
５

▼
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中

　

止
。
組
別
、
距
離
等
の
詳
細
は
町
H
P

　

ま
た
は
マ
チ
ナ
ビ
に
掲
載
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お知らせ広場お知らせ広場

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

▼
受
験
資
格　

　

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
の
男
子
※
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

　

動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

　

推
薦
で
き
る
者　

▼
受
付
期
間　

　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
28
日
（
金
）　

▼
試
験
日

　

令
和
８
年
１
月
10
日
（
土
）
～
12
日
（
月
）　

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

▼
受
験
資
格　

　

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17

　

歳
未
満
の
男
子　

▼
受
付
期
間　

　

10
月
１
日
（
水
）
～
令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）　

▼
試
験
日

　

１
次
試
験

　

令
和
８
年
１
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

　

２
次
試
験

　

令
和
８
年
２
月
12
日
（
木
）
～
15
日
（
日
）　

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

　

倶
知
安
町
南
３
条
東
１
丁
目

　

☎
０
１
３
６-

２
３-

３
５
４
０

　

役
場
担
当

　

総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
防
災
係

　

☎
５
５-

７
５
３
４

　

募
集
相
談
員

　

永
井　
　

浩　

☎
５
７-

５
５
４
４

　

金
安　

英
照　

☎
５
８-

２
２
８
０

そ
の
他

第
７
回
こ
ど
も
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

北
海
道
み
ら
い
作
品
展
移
動
展

　
「
障
が
い
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
同
じ
場

で
自
由
に
輝
く
ア
ー
ト
の
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
一
般
公
募
の
子
ど
も
た
ち
に
加
え
、
全
道

の
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
応
募
作
品
の
う

ち
、
入
賞
作
品
や
海
外
か
ら
の
友
情
出
展
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
19
日
（
金
）
～
23
日
（
火
）　

　

９
時
～
17
時
ま
で

▼
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
そ
の
他　

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

▼
問
合
せ　
教
育
委
員
会
町
民
セ
ン
タ
ー
業
務
係

　

☎
５
７-

５
０
３
０

第
66
回
蘭
越
町
文
化
祭
に
展
示
す

る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

11
月
１
日
（
土
）
か
ら
３
日
（
月
）
ま
で

の
３
日
間
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
蘭
越

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
文
化
祭
の
作

品
展
示
と
し
て
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
手

芸
な
ど
皆
さ
ん
に
御
覧
い
た
だ
き
た
い
作
品

を
町
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
活
動
成
果
を
ぜ
ひ
出
展
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
申
込　

10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
町
民
セ

　

ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
出
展
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
作
品
搬
入　

10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
町

　

民
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
作
品
搬
出　

11
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時

　

か
ら
正
午

▼
そ
の
他　

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ

　

ナ
ビ
に
掲
載

▼
問
合
せ　
教
育
委
員
会
町
民
セ
ン
タ
ー
業
務
係

　

☎
５
７-

５
０
３
０

運
転
免
許
証
法
定
更
新
時
講
習
会

●
倶
知
安
会
場

▼
場
所　

倶
知
安
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
日
程

　

９
月
17
日
（
水
）
優
良　

11
時

　
　
　
　
　
　
　
　

違
反　

13
時

　

９
月
24
日
（
水
）
優
良　

11
時

　
　
　
　
　
　
　
　

違
反　

13
時

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般　

15
時
30
分

　

10
月
８
日
（
水
）
優
良　

11
時

　
　
　
　
　
　
　
　

違
反　

13
時

　
　
　
　
　
　
　
　

一
般　

15
時
30
分

　

10
月
15
日
（
水
）
優
良　

11
時

　
　
　
　
　
　
　
　

違
反　

13
時　
　

募
集

自
衛
官
募
集

●
一
般
曹
候
補
生
（
第
３
回
）

▼
受
験
資
格　

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
者　

▼
受
付
期
間

　

９
月
16
日
（
火
）
～
11
月
21
日
（
金
）　

▼
試
験
日　

　

１
次
試
験

　

11
月
29
日
（
土
）
～
12
月
４
日
（
木
）　

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

２
次
試
験

　

令
和
８
年
１
月
６
日
（
火
）
～
13
日
（
火
）

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生
（
第
４
回
）

▼
受
験
資
格　

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
者

▼
受
付
期
間　

　

10
月
14
日
（
火
）
～
11
月
６
日
（
木
）

▼
試
験
日

　

11
月
16
日
（
日
）
17
日
（
月
）

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
自
衛
官
候
補
生
（
第
５
回
）

▼
受
験
資
格　

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33

　

歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間　

　

11
月
10
日
（
月
）
～
12
月
４
日
（
木
）

▼
試
験
日

　

12
月
12
日
（
金
）、
13
日
（
土
）

　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

昨年の蘭越町文化祭
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担当　教頭　沖野担当　教頭　沖野
vol.117vol.117蘭越高校通信蘭越高校通信

蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！ 蘭越高校 HP蘭越高校 HP

バドミントン部バドミントン部
　記念すべき初勝利を挙げた 7 月の大会から約 1 か月。夏休み
中も暑い体育館で練習に励んできました。現在は 9 月に開催さ
れる新人戦に向けて、「体力」「フットワーク」という課題に向き
合いながら、シャトルを追う日々です。顧問は「しっかりと打て
るようになってきた」と話し、部長の丸山君（１年）も「練習を
通して成長していくのを感じられて楽しい」と話していました。

後志地域いじめ問題等対策連絡協議会後志地域いじめ問題等対策連絡協議会
　７月、後志総合振興局で開催された協議会に生徒会長の柴田
君（3 年）が出席し、《スクールカウンセラー講話等を通じて感
じることができた自身の変容》というタイトルで実践発表を行
いました。高校生では唯一の参加者でしたが、委員の皆さんを
前に堂々と発表し、会議後には多くの方々から「素晴らしい発
表でしたね！」などと声を掛けていただきました。

蘭越小との水質調査交流授業蘭越小との水質調査交流授業
　８月２６日（火）、2 年生「地域と自然」の授業で蘭越小学校
の 4 年生と交流授業を行いました。小学生が尻別川をフィール
ドに行う授業に参加し、簡易水質調査や水生生物調査を高校生が
サポートします。例年７月に実施していましたが、今年は天候の
影響で夏休み明けに延期されていました。調査の他にも川の安全
に関するクイズを出題したりライフジャケットの正しい着用法を
レクチャーするなど多くの場面で交流し、互いに学びを深めるこ
とができました。こうした活動を通して、児童生徒が環境保全に
対する意識を高める役割について認識を深めてくれることを願っ
ています。

野球部野球部
　秋季大会に向けて蘭越・寿都・岩内の３校で合同チームを編成
し、日々努力を積み重ねています。平日は個のレベルアップに励
み、週末はチーム練習で連携や実践力を高め、試合勘を養うべく
様々なチームとの練習試合を行っています。この夏休みには蘭越
球場で合宿を実施している他地域のチームとも合同練習を行いま
した。こうした様々な交流を通して多くの刺激を受け、成長を続
けています。部長の三上君（１年）は「夏休みはチームでの連携
を高められるよう努力してきた。この練習の成果を大会で発揮し
たい」と話していました。

生徒デザインの蘭越高校生徒デザインの蘭越高校
　　ＰＲポスターが完成しました　　ＰＲポスターが完成しました
　今年も３年生の授業【情報（コンテンツの制作と発信）】
と【国語課題研究】が連携して蘭越高校ＰＲポスターを制作
しました。情報で静止画コンテンツの知識と技術、国語で相
手に伝える表現の方法を学び、「蘭越高校に入学するのが楽
しみになる／安心して入学できる」という観点から生徒一人
ひとりがコンセプトやデザインを考えました。完成した作品
はどれも気持ちの伝わる素晴らしい出来映えでした。投票で
選考されたこの作品が、今年度のＰＲポスターとして町内外
に掲示されます。是非ご覧ください！
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生涯楽習情報コーナー

№ 376№ 376

こぶしは蘭越町の花木です。 大自然の中でたくましく育つこぶしに学びましょう。こぶしは蘭越町の花木です。 大自然の中でたくましく育つこぶしに学びましょう。

（題字：田澤　豊彦氏）

■「モルック」で楽しく交流！

８月１日（金）、町民センターを会場に、蘭越
町女性連絡協議会（天水さとい会長）が主催する

「全町女性レクリエーション交流会」が開催され、
２２名が参加しました。

交流会では、日本モルック協会の指導員を講師
に「モルック」の体験と６チームに分かれゲーム
形式で実践を行いました。

参加した皆さんは、終始笑いが絶えず楽しいひ
と時を過ごしました。

■夏休みに体験教室満喫！　

　　　　町民センター講座「陶芸教室」
　町内の小・中学生を対象にした町民センタ
ー講座「陶芸教室」が町民センターで開かれ、
２４名が参加しました。蘭らん陶芸サークルの
会員の皆さんが講師となり、「世界にひとつだ
けのお皿を作りましょう。」と呼び掛け、参加
者は、粘土を伸ばしながら、個性豊かなお皿づ
くりに没頭しました。生涯学習に対する楽しさ
を体験し、参加者同士の交流を図ることを目的
に毎年開催。参加者の作品は、素焼き・本焼き
を経て１０月頃に完成します。

■バレーボールの技術を学ぶ
８月２３日（土）、蘭越町総合体育館を会場に、

令和７年度スポーツ教室「バレーボール教室」が
開催されました。

教室では、アルテミス北海道に所属する選手２
名を講師に、町内小学生対象未経験者及び蘭越Ｊ
ＶＣ、蘭越・真狩・神恵内中合同チームを対象と
した基礎練習や実戦形式が行われ、参加者は真剣
な面持ちでバレーボール技術の習得に取り組みま
した。

■腸を大切に！　高齢者教育「ヤクルト健康教室」

「腸内細菌との共生と乳酸菌の働きについて」
と題した健康教室がこのほど、町民センターで
開かれ、参加した町民２７名が南北海道ヤクル
ト販売（株）の東原章子さんの講話に耳を傾け
ました。

東原さんは、100 兆個存在しているという
腸内細菌の仕組みなどについて、模型を使った
り、クイズを取り入れたりしながら楽しい雰囲
気で分かりやすく解説しました。
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花いっぱい運動　功労表彰
08/21（木）

　永年にわたり、蘭越町が推進する「花いっぱい運動」
に尽力され、本町の環境美化に貢献された功績に対し、
字黄金の近藤　英子さん（写真中央）並びに、蘭越町の
前島　美佐子さん（写真左）へ８月 21 日、金町長から
表彰状と記念品が贈呈されました。

地域貢献に感謝状　蘭越町建設協会 10 社へ
08/22（金）

　７月 22 日にランラン公園内のせせらぎ水路の清掃を
ボランティアで実施され、地域貢献として良好な河川環
境の保全に努められた蘭越建設協会（協力会社　株式会
社福島建設・株式会社菅原組・株式会社日野・株式会社
志比川組・株式会社ナカジマ・株式会社増田建設・有限
会社長澤設備・佐藤建設株式会社・荒谷建設・株式会社
テクノバンハウス）に対し、８月 22 日、金町長から感
謝状が贈呈されました。

要望書が提出されました　～道営農地整備事業連絡協議会～
08/22（金）

　８月 22 日に道営農地整備事業連絡協議会（向山博会
長外各期成会長）が役場を訪れ、道営農地整備事業に係
る農家負担の軽減についての要望書が金町長に提出され
ました。
　現在、蘭越町では目名一期、目名二期、初田地区、名
駒地区の４地区で道営農地整備事業が行われておりま
す。この事業は、食料自給率の向上や農業の多面的機能
を発揮するために、大規模水田地帯の整備を推進し、優
良農地の維持が必要となります。これを進めるため、将
来の農業生産を担う経営体の育成と地域農業にとって必
要となる生産基盤や生活環境の整備を一体的に実施する
ものです。

国土交通省道路功労者表彰
08/22（金）

　８月 22 日に昆布町の井内　勇さん（写真中央）が、
国土交通省道路功労者表彰の北海道開発局長賞を受賞さ
れ、役場で伝達式が執り行われ、中島小樽開発建設部長
から感謝状が贈呈されました。
　井内さんは平成 25 年から、蘭越東（南しりべし森林
組合前）からニセコ町字西富（西富バス停留所）までの
国道５号線沿いのゴミ拾いをランニングしながら実践し
ており、地域の環境美化への意識向上や推進に大きく貢
献されており、その活動が評価され受賞されました。
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短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）
俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

上
野　

朝
子

枕
元
風
に
微か

す

か
や
虫
の
声

雨
乞
の
小
野
小
町
は
さ
る
も
の
の

せ
め
て
降
ら
せ
よ
鮭
の
歌
に

多
仲　

兎
角

飛
行
機
は
那な

の
つ津

か
ら
博
多
の
街
へ

　
　
　
　

夜
景
最
中
の
滑
走
路
へ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田　

飛
鳥

製
氷
器
フ
ル
稼
働
も
間
に
合
わ
ず

不
足
と
な
り
ぬ
猛
暑
の
夏
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
條　

美
登

ま
ん
ま
る
な
綿
毛
た
ん
ぽ
ぽ
愛
ら
し
く

フ
ラ
ワ
ー
ム
ー
ン
の
愛
称
も
あ
り

宮
谷
内　

誠
子

フ
ロ
ッ
ク
ス
あ
ち
こ
ち
咲
き
て
盆
近
し

ご
先
祖
様
を
迎
え
る
ご
と
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋　

吉
恵

空
色
の
紫
陽
花
一
枝
瓶
に
差
し

母
に
届
け
と
そ
し
て
父
に
も

野
口　

の
ぶ
子

ダ
ス
ク
ブ
ル
ー
に
迫
る
夕
暮
れ
村
下
孝
蔵
の

C
　

D
を
エ
ン
ド
レ
ス
で
聴
く

吉
田　

文
子

田
縁　

幸
哉

集
う
子
ら
冷
房
の
前
奪
い
合
い

中
兼　

裕
美
子

満
天
の
空
に
咲
け
咲
け
大
花
火

福
村　

京
子

風
鈴
の
音
色
の
中
の
一
眠
り

田
中　

水
月

流
灯
に
乗
せ
て
又
の
日
遠と

お

つ
祖お

や

本
間　

テ
イ

朝
露
の
キ
ラ
リ
光
り
て
水
晶
玉

西
岡　

孝
一

冷
や
し
瓜
孫
飛
び
つ
い
て
笑
顔
よ
し

俳
句
ポ
ス
ト
よ
り

水　

鏡

新
米
を
下
に
も
置
か
ぬ
米
屋
か
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｜ 人口 ｜令和７年８月末現在
　男　　２，０１５人　　（－　７人）
　女　　２，２０４人　　（＋　３人）
　計　　４，２１９人　　（－　４人）
世帯数　２，２２５世帯　（－　３世帯）
外国人　　 １５２人　　（＋　６人）

｜ 出生 ｜
蘭越町　黒川　勇矢さん・春美さん
　　７月 26 日　陽菜乃さん

｜ 寄贈・寄附 ｜
社会福祉協議会へ
字水上　気田　恵子さん
蘭越町　板谷　セツ子さん

｜ 救急当番病院 ｜
■土曜・日曜・祝日の救急当番病院は
　「倶知安厚生病院」です。
■平日（夜間）の救急当番病院は
　「倶知安厚生病院」です。
　☎　０１３６－２２－１１４１

｜ お悔やみ申し上げます ｜
字淀川　小寺　正男さん　　76 歳
蘭越町　板谷　戰太郎さん　87 歳
蘭越町　水由　とし子さん　97 歳
蘭越町　牧野　勝彦さん　　95 歳

おめでとうございます

蘭越町　北山　拳斗さん・瑞穂さん
　　８月 12 日　美橙さん

■掲載先
　広報らんこしに掲載させていただきます。　　
　また、広報紙のデータ版を以下でも配信します。　　　
　・蘭越町ホームページ　 ・マチナビらんこし　

■���掲載条件
　蘭越町内にお住まいの、５歳以下のお子さま

■注意事項
　・�広報紙等で１度も掲載されたことがないお子さまが

対象です。
　・�掲載順や掲載するお写真については、担当係にて決

定させていただきます。

・�左記の二次元コードから Web フォームにア
クセスしてご応募ください。

お問い合わせ先：蘭越町役場（広報広聴係）☎ 0136-55-7813

■応募先

でお子さまを紹介させていただけませんか？

元気にすくすく成長するお子さまのかわいい笑顔やお茶目
な姿など、掲載にご協力いただける方はぜひ応募フォーム
からご応募をお願いいたします。
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マチナビらんこし（JC-Smart ～地域防災情報～）広報らんこし電子版

蘭越町ホームページ
にて、バックナンバー
を公開中！

地域のお知らせや防災情報などが簡単に
見られる便利なアプリです。インストー
ル後、「サービス選択」から、「マチナビ
らんこし」をタップしてご利用ください。

アプリアイコン↓

生年月日　 2025 年 3月 7 日
ご両親　　 ジョセリンさん、喜代美さん

　藤森 アイ子さん、木村 富
と み じ

治さんのお二人が、８月で
満 100 歳を迎えられました！おめでとうございます。
　金町長がお二人の元を訪問し、100 歳のご長寿を迎
えられたお祝いとして、町からの記念品を贈呈しました。
　これからもお元気でお過ごしください！

▼木村 富
と み じ

治さん

▲藤森 アイ子さん
豊かに実ったお米たち。美味しい新米の季節です。豊かに実ったお米たち。美味しい新米の季節です。

おおかわ
ライマ さん (６)

バルボッサ
れねあぎら さん（５)
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